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島根大学教職大学院紀要「学校教育実践研究」の創刊によせて

島根大学大学院教育学研究科長　

　小　川　　巌

　本学教職大学院が設置された平成28年度以降、教職大学院に求められる役割や機能は変化して来ている。

　平成28年度の教育職員免許法の改正により、「教科に関する科目」と「教職に関する科目」の区分が廃止

され、教科専門と教科教育が一つの科目として位置づけられることとなった。「教員養成系大学・学部、大

学院及び附属学校の改革に関する有識者会議」の報告書（平成29年8月）（以下報告書）は、「教科専門」と「教

科教育」、さらにそれらと「教職（基礎）教育」を一体化した「教員養成学」の学問分野を創造することを、

今後の我が国の教員養成に関わる重要な課題としてあげている。また、学校経営等の共通領域を基盤とし

たスクールリーダー養成に限定されない、教科教育実践力の育成や地域課題に対応可能な資質を育成する

など、多様な教職大学院の役割が求められつつある。

　「研究者教員」と「実務家教員」との協働によって可能にする「理論と実践の往還」は、教職大学院カリキュ

ラムの大きな特徴である。報告書では、今後目指すべき以下のことに言及している。すなわち、実践的経

験に基づいた研究が可能な「研究者教員」、及び、理論的研究が可能な「実務家教員」の育成である。なお、

このような専任教員の充足が、教職大学院における「教育の質保証」につながると考えられている。

　上述したことは、教職大学院生においても例外ではない。「地域の教育課題に関する課題研究」は、まさ

に「実践」と「理論」の往還が必要なものである。大学院生は「実践家」であるのみではなく、「探求者（研

究者）」である（になる）必要がある。また、この実践性と理論性の両者をもつことによって、新しい教育

課題が出現する度にそれについて学習するのみではなく、そこから派生する系統的・発展的な課題を展望し、

その課題解決に向かう主体的・持続的・発展的学習が可能になると考える。

　教職大学院の重要な使命に「地域の教育課題」の解決に資することで「地域の教育力を向上させる」こ

とがある。「学校教育実践研究」が、地域の教育課題解決のための実践－理論的研究成果の公表にとどまら

ず、大学及び地域の関係者・関連機関間の交流や協働を促進するコミュニケーション媒体として機能する

こと、また、理論－実践的研究の力量をもった教職大学院生や地域の教師の育成につながること、さらには、

理論と実践の両方の基盤をもった大学教員の育成及びそれによる教職大学院の教育研究の質の向上、これ

らを通した「教員養成学」構築への貢献等々。

　「学校教育実践研究」創刊がもたらす諸効果とそれへの期待は大きい。
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